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平成１４年３月期（平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日） 
中間業績予想との差異及び通期並びに業績予想の修正について 

 

平成１４年３月期（平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）の業績予想について、

平成１３年５月２５日付け決算短信及び連結短信発表時の業績予想を下記のとおり修正い

たします。 

 
記 

 

１．平成１４年３月予想の修正等 

（１） 連結当中間期（平成１３年４月１日～平成１３年９月３０日）との差異 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

前回予想（Ａ） １，６６７ ９１ ４８ 

今回修正（Ｂ） １，４８６ １３ ▲ １ 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲ １８１ ▲ ７８ ▲ ４９ 

増 減 率 ▲ １０．９％ ▲ ８５．７％ ▲ １０２．１％ 

 
個別当中間期（平成１３年４月１日～平成１３年９月３０日）との差異 

（単位：百万円） 

 

 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

前回予想（Ａ） １，６５０ ９３ ５１ 

今回修正（Ｂ） １，４７３ １２ ▲ １５ 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲ １７７ ▲ ８１ ▲ ６６ 

増 減 率 ▲ １０．７％ ▲ ８７．１％ ▲ １２９．４％ 



（２） 連結通期の業績予想（平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）の修正 

（単位：百万円） 

 

個別通期の業績予想（平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）の修正 
（単位：百万円） 

 
（３） 修正の理由 

① 売上高については､国内及び海外の情報通信関連の減産や在庫調整の影響を強く受

け、１，４８６百万円と予想より減少となる見込みです。 

② 経常利益については、製造経費、販売経費とも予算を下回りましたが、売上高の計

画未達による影響が大きく、また、為替差損の計上により、１３百万円と大きく計

画を下回る見込みです。 

③ 当期損失については、時価会計導入により、投資有価証券評価損、固定資産除却損

の計上により、１百万円となる見込みです。 

 

（４） ご参考：連結前期の実績（平成１２年４月１日～平成１３年３月３１日） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

中間期（１２／４～１２／９） １，７９６ １８８ １０６ 

通 期（１２／４～１３／３） ３，５８２ ３３６ １８９ 

 

個別前期の実績（平成１２年４月１日～平成１３年３月３１日） 

（単位：百万円） 

 
以 上 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

前回予想（Ａ） ３，７４０ ３８４ ２０９ 

今回修正（Ｂ） ３，２８０ １９０ ８０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲ ４６０ ▲ １９４ ▲ １２９ 

増 減 率 ▲ １２．３％ ▲ ５０．５％ ▲ ６１．７％ 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

前回予想（Ａ） ３，７００ ３８０ ２０８ 

今回修正（Ｂ） ３，２５０ ２００ ７０ 

増減額（Ｂ－Ａ） ▲ ４５０ ▲ １８０ ▲ １３８ 

増 減 率 ▲ １２．２％ ▲ ４７．４％ ▲ ６６．３％ 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 

中間期（１２／４～１２／９） １，７８７ １８６ １０５ 

通 期（１２／４～１３／３） ３，５６７ ３３６ １８５ 


